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2004 年 12 月解散し，合併にいたらなかった。
北海道瀬棚町は 2004 年４月に北檜山町，大成町と「檜山北部３町合併協議会」を設置，同
年５月合併重点支援地域指定を受け，2005 年９月新設合併し，「せたな町」となった。人口規
模から見ると，旧瀬棚町の 3.8 倍の人口を擁し，行政面積的には 5.1 倍の面積に拡大している。
熊本県宮原町と大分県湯布院町は 2005 年 10 月新設合併した。宮原町は 2004 年２月に竜北町
と「八代北部２町合併協議会」を設置し，翌３月合併重点支援地域指定を受けている。合併
後は「氷川町」となり，人口は 2.6 倍に，面積は 3.3 倍に拡大している。湯布院町は 2003 年
１月に合併重点支援地域指定を受け，４月に「挾間・庄内・湯布院合併協議会」を設置，こ
の３町が「由布市」となる。人口は 3.1 倍に，面積は 2.5 倍に拡大している。青森県碇ヶ関村
は 2003 年 12 月に合併重点支援地域指定を受け，2004 年 10 月に「平賀・尾上・碇ヶ関合併協
議会」を設置，2006 年１月２町１村で新設合併し「平川市」となり，人口は 10.3 倍に，面積
は 3.3 倍に拡大している。
群馬県太田市は 2003 年 12 月に「太田市・尾島町・新田町・薮塚本町合併協議会」を設置
し，2004 年２月合併重点支援地域指定を受け，2006 年３月新設合併し，「太田市」となった。












評価① 評価② 合併協議会 合併 人口 合併後 面積 合併後 
埼玉県志木市 346 10 01.04～03.06 65,076 - 9 -
群馬県太田市 697 2 03.12～ 06.03～ 147,906 213,300 1.4 98 176 1.8
東京都江戸川区 1 619,953 - 50 -
東京都武蔵野市 4 11 135,746 - 11 -
青森県碇ヶ関村 5 03.12～ 06.01～ 3,426 35,338 10.3 105 346 3.3
北海道瀬棚町 36 04.03～ 05.09～ 2,820 10,748 3.8 126 639 5.1
北海道ニセコ町 1077 1 03.09～04.12 4,553 - 197 -
宮崎県綾町 912 6 7,596 - 95 -
熊本県宮原町 120 17 04.02～ 05.10～ 5,004 13,233 2.6 10 33 3.3
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訪問時首長 名称 現在首長 
埼玉県志木市 穂坂邦夫 01.07～ 長沼　明 05.07～ 
群馬県太田市 清水聖義 95.06～ 太田市 清水聖義 05.04～ 
東京都江戸川区 多田正見 99.04～ 多田正見 
東京都武蔵野市 土屋正忠 83.05～ 邑上守正 05.10～ 
青森県碇ヶ関村 秋元俊一 99.07～ 平川市 外川三千雄 06.01～ 
北海道瀬棚町 平田泰雄 95.01～ せたな町 高橋貞光 05.09～ 
北海道ニセコ町 逢坂誠二 94.11～ 佐藤隆一 06.02～ 
宮崎県綾町 前田　譲 90.07～ 前田　譲 
熊本県宮原町 平岡啓輔 95.04～ 氷川町 浜田　洋 05.11～ 














































2002 年８月には瀬棚町洋上風力発電建設事業が NEDOの補助事業として採択され，12 月
には補助金の交付が決定されている。12 月に北海道電力の公募があり，自治体向けの枠は２
万 kWで，瀬棚町のプロジェクトは抽選なし，８万 kWの民間枠は 60 万 kWの応募があり抽
選であった。







決された。総事業費は６億 7,800 万円で，そのうちの 45%は NEDOからの補助金で，残りは
町の起債となる。４月に現地着工し，８月には洋上風車組立て完了し，10 月には洋上風力発
電所の試運転開始である。2004 年４月には稼動開始にこぎつける。
洋上風車の能力は各 600kW，２基での年間の発電電力量は 420 万 kW時であり，計算上は




















であるが，風力発電事業としてはセカンドランナーであった。北海道電力の 1999 年 15 万 kW
導入に参入できていれば，トップランナーの利得が得られた。電力の買取価格は実に 11.95 円
















対を受けながらも，２期目当選後の 1999 年に仮設の「瀬棚国保医科診療所」を設置，翌 2000
年６月には「荻野吟子記念瀬棚町医療センター」としてオープンさせた。
2000 年国勢調査によると，人口 2,820 人に対し高齢者は 729 人，高齢化率 25.9 ％と比較的
低く，檜山支庁管内 10 町中でも５位と平均的である。同町には従来公的医療機関がなかった
が，町内にある唯一の民間病院で，1996 年をもって 45 病床が廃止されることになり，夜間や
休日も他町村の医療機関に依存する状態となっていた。民間病院が病床廃止の方針を打ち出
したことを受けて，1995 年に全町民を対象にアンケートをとったところ，約 70 ％の住民が入
院治療のできる診療施設の設置を希望しているということがわかった。













療所設立前年の約 109 万円から，2002 年度には約 73 万円に減らすことに成功した（8）。
町が予防医療に力を入れ，また予防接種に助成を行うことは財政的な負担ではあるが，高齢
者が治療・入院することで生じる医療費と比べると，結果的には医療費の削減につながる。所
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1999 2000 2001 2002 2003
外来 1437 1253 1102 969 932
入院 0 17425 15995 15350 15181
出典：村上智彦「瀬棚町における地域医療5年間のまとめ」 
表３-１　瀬棚町医科診療所の患者 1人あたりの医療費（単位： 1人当たりの平均点数）
北海道 瀬棚町 道内順位 備考 北海道 瀬棚町 道内順位 備考 
1991 924 1431 1 全国1位 1997 1038 1058 32
1992 940 1356 1 全国1位 1998 1029 1087 19
1993 959 1205 3 1999 1067 1054 37 診療所設立 
1994 986 1302 3 2000 939 992 25 センター設立 
1995 1019 1224 7 2001 930 991 24












産出額は漁業約８億円，農業約 8.9 億円であり，うち畜産が約 7.4 億円と農業産出額の 83 ％







をクリアするのが難しいため，2002 年に町独自の基準を定め，酪農農家 29 戸中３戸が生乳を
生産，町の加工センターでアイス・ソフトクリームに加工・販売している。

















































































合併後，2005 年 10 月に当選した高橋・新町長は行政サービスの平準化を打ち出し，2006































































































































































































全国市町村まちづくり調査報告―」『佛教大学社会学部論集』第 39 号，2004 年。
s 瀧本佳史・関谷龍子・原田多美子・上田道明「政策自己評価と施策課題（Ⅱ）―武蔵野市・太田








h 表３－２の 1991 年に示されている１人当たり約 143 万円が，これまでの全国ワースト１の金額で
ある。
j 『北海道の国保』551 号「わが町再生地域医療②　瀬棚町」2004 年４月。
k 2002 年度の 72.7 万円は，全国平均の 73.4 万円（厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/topics/
medias/year/04/1.html#2-1 による）をも若干下回る結果となった。
l 『北海道の国保』550 号「わが町再生地域医療①　瀬棚町」2004 年３月。肺炎球菌ワクチン接種は
町民負担 3500 円，町助成 2030 円となっている。
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¡0 『読売新聞』2005 年３月 19 日。


















™1 「どちらとも言えない・わからない」が残りの 36.3 ％を占めている。『広報せたな』2003 年２月別
冊。
™2 『広報せたな』2004 年５月別冊。
™3 瀬棚町以外では，99 床の北檜山町国保病院，32 床の大成町国保病院があるほか，北檜山町に 174
床の民間病院があり，合併域内に公立３，民間２となる。
™4 『広報せたな』2004 年 12 月別冊。
™5 『北海道新聞』2005 年９月６日。
™6 檜山北部３町合併協議会　http://www.town.setana.lg.jp/archive/gappei/kyougijyoukyou.html
™7 『毎日新聞』2006 年３月 28 日。






£2 同町職員による同書の解説として，福村一広「もっと知りたいことしの仕事」『都市問題』第 95 巻
第 10 号，2004 年，参照。
£3 木佐茂男・逢坂誠二編，前掲書，参照。また自治基本条例そのものや各地での取り組みについては，





















2006 年５月 10 日受理
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